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【今回の学校だよりは、電子媒体でのみの配信となります。児童用には教室に先生方が掲示していただいています。(._.)】 

 

 

 

 

  生活科の学習で２年生の先生方が、「身につけさせたい力」は、以下の３つです。具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わる見方・考え方を生かし，自立

し、生活を豊かにしていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指されています。 

 

 

 

 

 

⑴ 活動や体験の過程において，自分自身，身近な人々，社会及び自然の特徴やよさ，それらの関わり等に気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付けるよう

にする。 

⑵ 身近な人々，社会及び自然を自分との関わりで捉え，自分自身や自分の生活について考え，表現することができるようにする。 

⑶ 身近な人々，社会及び自然に自ら働きかけ，意欲や自信をもって学んだり生活を豊かにしたりしようとする態度を養う。 

本時の校区探検（上三緒郵便局や白山神社方面）では、主に⑴の体験（見る，聞く，触れる，作る，探す，育てる，遊ぶなどして対象に直接働きかける学習活動）活

動の過程で、自分自身，身近な人々，社会及び自然の特徴やよさ，それらの関わり等に気付かせようと学年主任の溝口なな美先生と福田和希先生が中心となって学習計

画を立てられ、今後の、２年生児童の皆さんが、自分自身の生活を豊かにしていく資質や能力を高める１歩にと力を注がれています。見学後、校区探検をきっかけとし

課題から問題を持つことに思考が変化し、ひいては⑵や⑶の力へ（また、次の学習への発展と）とつながれば幸いです。計２日間、安全に引率してくださった６名の先

生方、（飯塚市や学校への校外学習申請書や見学の地図作成などの提出なども含め）ご尽力誠にありがとうございました。心をつかまれましたのでこれからの学習が楽

しみでございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Hp：https://www.city-iizuka.ed.jp/iizuka-higashi/   

 

 

https://www.city-iizuka.ed.jp/iizuka-higashi/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「ハートグローバル」の皆さんは、世界中の子ども達に音楽のパフォーマンスとワークショップを届けているアメリ

カの非営利団体さんです。８年前の２０１７年に飯塚東小でヤングアメリカンズがきたことがあります。コロナ禍で、休

止となっていましたが、今回、再編成され、世界中（イギリス、アメリカ、オーストラリア、韓国、ジンバブエ、デンマ

ーク、ドイツ、日本、フィリピン、ブラジル）から集まったキャスト３０名によるエリア開催ということで６月２５日

（水）飯塚第２中学校１．２年生の９：００からワークショップ後の１５；００に

ショータイム。ショータイムは保護者（参観）の方対象、また、翌６月２６日（木）

に飯塚東小９：００からの５・６年生のワークショップ後に、１５：００に１～４年生の皆さんやや保護者（参観）の方もショータ

イムを参観予定となっています。詳しくはテトル配信のお便りをご参照ください。この貴重な経験をきっかけに、５・６年生が、世

界の方々３０名のかたとのふれあいで、地球規模の広い世界観を体験し、世界の方々と仲良くなっていただけたらと思っておりま

す。このハートグローバルのボランティアサポーターリーダーは、本校 PTA 役員で副会長の中藤優子様や、民生委員・児童委員

で、主任児童委員をされて地域でも安全指導でお世話になっている渡邉福様のご尽力で日程等の条件をクリアし、開催の運びとな

りました。日ごろのご厚意と重ね合わせまして深くお礼申し上げます。（なお、写真は、昨年度のパンフレットやレジュメからの引

用であり、掲載の許可をいただいております。実施につきましても、マスコミの対応も鑑み、飯塚市教育委員会の方にも報告済み

ですし、昨年度まで飯塚市教育委員会共催においてコスモスコモン大ホールで開催されておりましたので信頼のある団体の事業です。）では、みなさん、２中校区は団結

しています。心や思い（ハート）１つです。(^_-)-☆小学校開催６月２６日（木）をお楽しみに・・・。!(^^)! 

 

調整力、運動量、ソーシャルスキルの効果を考慮し単元構成をされています。今回、森政博美先生は校区探検引率に行かれました。 

興味・関心・意欲が連続発展可能です。朝体育の投力を生かして、ボールをあてることとも、応用として、ありだそうです。 

また、はこの数字を計算に活用することも考案されています。（日野先生中心での教材教具の工夫：自己評価カードも作成されており、 

毎時間の感想が楽しみです。毎時間のスキルの向上、意欲の向上が楽しみです。異年齢体育で社会性も育っています。） 

 

 

 

あおぞら学級の体育の様子を参観させていただきました。（用具の工夫、場の設定の工夫） 


